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検査部回報 No. 23  

 

非特異的 IgE 検査についての補足説明 

検査部回報 No.21 にてお知らせしましたように、新しい非特異的 IgE 検査を外注検査とし

て追加いたします。説明不十分な部分があったため補足説明をさせていただきます。 

まず、現行の院内検査につきましては引き続きおこなっていきます。オーダー方法・結果表

示もこれまで通りです。新しい測定法に関しては外注検査項目からオーダーしてください。

結果は「IgE (FEIA 法)」と表示されます。 

 

下表に現行法と新法の比較を示しますので、ご参照ください。 

 

開始日 2020 年 8 月 24 日（月）受付分より 

表．非特異的 IgE 検査の現行法(院内)と新法(外注)との比較 

非特異的 IgE 現行法 (院内) 
 

新法 (SRL) 
 

原理 ラテックス凝集法  
蛍光酵素免疫測定法 

(FEIA) 

測定範囲 (IU/mL) 

25 – 1000 

※500000 まで 

希釈測定が可能 

 

5.1 – 16000 

※999000 まで 

希釈測定が可能 

基準値 (IU/mL) 358 以下  173 以下 

  

・新法では測定範囲下限が広がり、低濃度域の定量測定が可能となります。 

・現行法(院内)では原則、当日中の結果報告が可能ですが、新法では結果報告に 2～4 日程度

かかります。 

・新法では基準値が現行法の 1/2 程度になります。 

・検査目的に合わせてオーダーをお願いいたします。 

 

問い合わせは、検査部 サテライト検査室(内線 7409)又は外注検査作業室(内線 7254)まで 

お願いします。 


